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1 はじめに 

異物等の混入有無判別方法として，様々な種類の電磁

波が利用されている．例えば健康診断や航空機手荷物検

査などでは X 線，入退場保安装置として可視光線，更に低

い周波数では赤外線によって物質による反射量が違うこと

を利用している． 

  本研究では，更に低い周波数となるミリ波帯・テラヘルツ

帯において電波による反射波・透過波を利用した異物判別

をするためのセンサを実現しようとしている． 

 

2 研究目的 

超広帯域なアンテナを用いてセンサとしての近距離超高

分解能レーダーを実現し，食品や製造ラインにおける異物

混入を識別して安全性を確保することを目的としている． 

 

3 研究課題 

  超広帯域に定インピーダンスを維持するアンテナ[1](189

Ω)と広帯域給電可能な同軸構造(50Ω)とを超広帯域に渡

ってインピーダンス整合をとる構造の実現である． 

次に放射素子である自己補対アンテナはダイポールア

ンテナと同じく平衡回路として動作するのに対し，給電方法

が同軸構造では不平衡回路となるため，平衡・不平衡変換

器として動作する構造[2]を実現することである． 

 

4 研究内容 

図 1 (a)に示すように広帯域にするため放射素子として自

己補対アンテナを用い，給電には 1.0 mm コネクタを付けた

同軸給電としている．課題であるインピーダンスの違いは，

自己補対アンテナ 189Ωと同軸給電構造 50Ωで放射素子

付近にて徐々にインピーダンス整合がとられるように図 1 (b)

の写真に示すように斜め 45 度に同軸外皮を切り取った構

造として徐々に整合している．また，この構造により不平衡

回路である同軸構造からダイポールアンテナのような平衡

回路に接続するためにレッヘル線に近い形に物理的に変

化させ平衡回路-不平衡回路変換器として動作する． 

図 2 に示すように有限要素法による電磁界解析シミュレ

ーター(Femtet)により切りかけ構造について解析を行った． 

 

 

      
(a) 全体外観写真      (b) 切りかけ構造付近 

図１ 近距離高分解能レーダー用試作アンテナ 

放射素子: 自己補対アンテナ 

給電構造: 同軸線路切りかけ構造 

  動作周波数(40 GHz – 80 GHz) 

 
図 2 有限要素法による電磁界解析シミュレーターFemtet 

により切りかけ構造について解析したモデル例 

 

5 まとめ 

超広帯域なアンテナとして動作する放射素子と給電構造

の組み合わせにより近距離超高分解能レーダーを実現す

るための課題に取り組んだ．同軸外導体を放射素子への

給電部分付近において斜めに切りかけ構造とすることで実

現した．今後の課題は，余りに広帯域なため測定設備に応

じた中心周波数にした場合での解析と実験である． 
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